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バイオガスコージェネレーションを用いた汚泥処理フロー
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地
産
地
消
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
循
環
モ
デ
ル
と
し
て

低
コ
ス
ト
化
、
高
効
率
化
を
め
ざ
す

　

汚
泥
か
ら
発
生
し
、
メ
タ
ン
を
主
成
分
と
す
る
消
化
ガ

ス（
バ
イ
オ
ガ
ス
）は
有
効
活
用
が
期
待
さ
れ
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ひ
と
つ
。
そ
の
利
用
が
進
ん
で
い
る
の
が

下
水
処
理
分
野
で
、
現
在
、
全
国
約
30
の
下
水
処
理
場
で

消
化
ガ
ス
発
電
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。 

　

そ
の
ひ
と
つ「
洛
南
浄
化
セ
ン
タ
ー
」は
、
京
都
盆
地
の

南
部
、
桂
川
・
宇
治
川
・
木
津
川
の
合
流
点
に
位
置
し
、
木

津
川
下
流
域
35
万
人
の
下
水
処
理
を
行
っ
て
い
る
。
近
年
、

供
用
区
域
の
都
市
化
が
進
み
、
流
入
下
水
の
増
加
と
と
も

に
増
え
続
け
る
汚
泥
の
減
量
・
減
容
化
と
消
化
ガ
ス
の
有

効
活
用
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。そ
こ
で
２
０
０
５
年
３
月
、

同
セ
ン
タ
ー
が
導
入
し
た
の
が
消
化
ガ
ス
発
電
・
汚
泥
乾

燥
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
だ
。

　
「
消
化
ガ
ス
で
2
基
の
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
式
発
電
機
を
回
し

て
発
電
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
ガ
ス
エ
ン
ジ

ン
の
排
熱
を
汚
泥
乾
燥
に
も
有
効
利
用
し
、
利
用
効
率
を
高

め
て
い
る
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
が
特
徴
で

す
」と
同
セ
ン
タ
ー
の
𠮷
田
元
彦
所
長
は
説
明
す
る
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
１
日
に
約
11
万
５
千
㎥
の
下
水
を
処

理
し
、
宇
治
川
に
放
流
し
て
い
る
。
そ
の
過
程
で
排
出
さ

れ
る
下
水
汚
泥
を
、
消
化
槽
で
嫌
気
性
発
酵
さ
せ
る
こ
と

で
約
１
万
９
０
０
㎥
／
日
平
均
の
消
化
ガ
ス
を
発
生
さ
せ

て
い
る
。
導
入
以
前
は
そ
の
４
分
の
１
だ
け
を
消
化
槽
加

温
の
燃
料
と
し
て
活
用
し
、
残
り
は
余
剰
分
と
し
て
場
内

で
焼
却
処
分
し
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
す
べ
て
が
有
効
活
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
「
多
い
日
に
は
当
セ
ン
タ
ー
全
体
で
、
一
般
家
庭
約
８

千
戸
分
の
電
気
を
使
い
ま
す
が
、
発
電
設
備
で
発
電
し
た

電
気
は
す
べ
て
セ
ン
タ
ー
内
で
使
っ
て
お
り
、
年
間
で
約

35
％
の
節
電
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　

発
電
時
に
出
る
熱
で
乾
燥
さ
せ
た
汚
泥
は
セ
メ
ン
ト
工

場
へ
運
ば
れ
て
、
建
築
資
材
な
ど
に
再
利
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
さ
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
モ
デ
ル
の
施

設
と
い
え
る
が
、
さ
ら
な
る
低
コ
ス
ト
化
、
高
効
率
化
を

進
め
て
い
る
。

　
「
将
来
的
に
下
水
流
入
量
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
し
、

今
後
と
も
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
と
併
せ
て
、
発
電
効

率
や
熱
利
用
も
含
め
た
総
合
効
率
を
上
げ
る
な
ど
、
工
夫

や
改
善
を
行
っ
て
シ
ス
テ
ム
の
最
適
化
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
」

　

京
都
府
で
は
水
環
境
施
策
の
一
環
と
し
て
、
省
エ
ネ
対

策
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
を
進
め
て
お
り
、
２
０
０
８
年
に

は
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
の
高
度
水
処
理
施
設
に
省
電
力
設
備

を
、
消
毒
施
設
に
は
太
陽
光
発
電
設
備
を
導
入
し
た
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
有
効
活
用
策
と
し
て
は
、
下
水
汚

泥
の
燃
料
化
も
取
り
組
み
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、

府
民
に
下
水
道
を
正
し
く
使
っ
て
も
ら
う
た
め
の
啓
発
活

動
や
、
学
校
や
市
民
の
見
学
受
け
入
れ
、
出
前
語
ら
い
の
実

施
な
ど
府
民
参
画
の
取
り
組
み
に
も
力
を
入
れ
る
。

　

汚
水
処
理
施
設
が
有
す
る
機
能
の「
排
除
・
処
理
」か
ら

「
活
用
・
再
生
」へ
の
転
換
を
テ
ー
マ
に
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は
こ

れ
か
ら
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
活
用
し
循
環
型
社
会
の
形

成
に
貢
献
す
る
下
水
道
事
業
を
推
進
し
て
い
く
と
い
う
。

　
　
（
文
責
・Ｃ
Ｅ
Ｌ
編
集
室
）

「下水汚泥の燃料化が今後の
大きな取り組み課題のひと
つ」と話す洛南浄化センター
の𠮷田元彦所長

消化ガス（メタンガス）を燃料として
発電機を動かし、センター内で必要
な電気をつくる一方、消化ガス発電
機の熱で汚泥を乾燥させ、セメント原
料として再利用している

洛南浄化センター全景。手前の建物
が汚泥濃縮棟で、奥に見える最終沈
澱池から引き抜いた汚泥を濃縮し、
後の処理をしやすくする

敷地内に６基ある卵形消
化槽。汚泥に含まれる有機
物をここで分解し消化ガス
（メタンガス）を発生させる
　                         

汚泥乾燥機。消化ガスと
消化ガス発電機の熱を利
用して脱水汚泥を乾かす
　　　　　　　　

ベルトプレス型汚泥脱水機。汚泥に含まれる水分
を取り除き、固形の脱水汚泥にする　

乾燥汚泥。重さはもとの5分の1（体積は
4分の1）になり、セメント工場などに運ば
れセメント原料として使われる

ガスエンジン式発電機。消化ガスで発電してセンターで必要となる電気を
供給する。容量495kWを２台設置している
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